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オープン・サイテーションの試行

Ø紀要は、特に人文社会学系分野において重要な研究成果の公表
の場であり、機関リポジトリが主たる公開場所として利用されている
ことが多い。しかし、オープン・サイテーションにするためのリソース
は少ない。

Ø引用データは知識体系を示しており、文献のオープン・サイテーショ
ンは文献を既存の知識体系への埋め込むこと捉えられる。

Ø多くの機関リポジトリでは引用先文献へのリンクは表示されていな
い。表示することによって、利用者に対して知識体系を提示すること
ができ、研究支援につながる。
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学内の紀要を対象として、オープン・サイテーションを試行

試行の対象とした紀要
• 京都大学大学院教育学研究科紀要 24件
• 人文學報 13件



人社系のオープン・サイテーション
分野 全文献件数 オープン (%) クローズド (%) 未整理・非存在 (%)

政治・法律・行政 4,735.00 99.50 (2.10) 55.00 (1.16) 4,580.50 (96.74)

経済 10,179.00 1,534.00 (15.07) 1,675.00 (16.46) 6,970.00 (68.47) 

社会・労働 10,758.50 1,446.00 (13.44) 1,367.00 (12.71) 7,945.50 (73.85) 

教育 17,621.00 3,234.00 (18.35) 1,991.50 (11.30) 12,395.50 (70.35) 

歴史・地理 14,740.00 192.00 (1.30) 990.00 (6.72) 13,558.00 (91.98) 

哲学・宗教 15,104.00 1.00 (0.01) 124.00 (0.82) 14,979.00 (99.17) 

芸術 6,162.00 595.00 (9.66) 605.00 (9.82) 4,962.00 (80.53) 

科学技術一般 164,957.75 28,172.00 (17.08) 11,250.25 (6.82) 125,535.50 (76.10) 

建設工学・機械工学 248,957.25 34,152.50 (13.72) 26,390.75 (10.60) 188,414.00 (75.68) 

化学・化学工業 364,817.75 95,301.50 (26.12) 27,415.25 (7.51) 242,101.00 (66.36) 

生物学 192,386.00 35,434.00 (18.42) 17,268.00 (8.98) 139,684.00 (72.61) 

人類学・医学・薬学 407,761.75 68,203.50 (16.73) 21,191.25 (5.20) 318,367.00 (78.08) 

不明 591,711.00 118,267.00 (19.99) 37,807.00 (6.39) 435,637.00 (73.62) 

計 2,049,891.00 386,632.00 (18.86) 148,130.00 (7.23) 1,515,129.00 (73.91) 
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紀要のオープン・サイテーション [1/2]
Ø大学等の研究機関が発行する学術雑誌である紀要は、機関リポジ
トリが主たる公開場所となっていることが多い [竹内 12]

ØJ-STAGEや商業出版者のプラットフォームでは各文献のページにて
引用関係がある文献へのリンクが付与されており、科学的知見の
検証可能性の向上に寄与している

Ø対して、多くの機関リポジトリではリンクは表示されない
→ リンクを表示するには、引用データが組織化されている必要
→さらにオープンになっていることが望ましい

紀要に注目して、オープン・サイテーションの状況を調査する

竹内比呂也. (2012). 大学紀要というメディア: 限りなく透明に近いグレイ?(< 特集> 灰色文献). 情報の科学と技術, 
62(2), 72-77. 4



紀要のオープン・サイテーション[2/2]
Ø大学が出版者となっている文献は紀要論文であるという想定のもと
、文献の出版者名に“University”または“College”が入っている文献
を抽出した

Ø26件の出版者が該当したが、そのうち18件は出版社（例：オックスフ
ォード大学出版局）・学会等である

Øこれらを除いた8件の出版者の文献は、機関リポジトリを利用して出
版している

Ø8件の出版者は計6,572件の文献を出版しており、そのうち2,215件（
33.70%）がオープン、1,228件（18.69%）がクローズド、3,129件（
47.61%）が未整理・非存在に分類される

Ø紀要はいずれもオープンアクセスであるが、引用データをクローズ
ドにしている文献が存在する
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リポジトリでのオープン・サイテーション

Technical Guidance and Requirements（Plan S）
h"ps://www.coali.on-s.org/addendum-to-the-coali.on-s-
guidance-on-the-implementa.on-of-plan-s/principles-and-
implementa.on/

オープンアクセス・リポジトリの要件

“Openly accessible data on cita.ons according to the 
standards by the Ini.a.ve for Open Cita.ons (I4OC).”
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https://www.coalition-s.org/addendum-to-the-coalition-s-guidance-on-the-implementation-of-plan-s/principles-and-implementation/


試行の手順
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引用データの組織化（「構造的」かつ「分離可能」にする）

各紀要論文の註や参考文献を参照し、その紀要論文の引用デ
ータを組織化する

引用データの公開（「オープン」にする）

• 文献のメタデータ（ハーベストされることにより流通？）
• Wikidata
• OpenCitationsのCROCI

引用データの利活用
• 機関リポジトリ（IR）で表示することにより、研究の検証可能性
の向上に貢献

• 計量書誌学等・学術情報探索様々な用途での利活用の期待



仕様書を作成して、引用データの作成を外注した

入力をお願いした項目

引用データの組織化 [1/2]

入力項目 説明

引用元文献 識別子
引用元文献の識別子を入力する。人文學報であればDOI、京都
大学教育学研究科紀要であればハンドルシステム識別子を入
力する。

引用先文献

種別 JPCOARスキーマの資源タイプに沿って文献の種別を入力する。

著者 著者、編著者、訳者等を”; ”で区切って入力する。

タイトル 文献のタイトルを入力する。

雑誌/学会

逐次刊行物に収録されている際には、その文献が掲載されて
いる雑誌名を入力する。会議発表論文である場合には、学会名
を入力する。

文献の種別が図書（部分）（例：特定の章）である場合には、文
献が収録されている図書のタイトルを入力する。
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引用データの組織化 [2/2]
入力項目 説明

引用先文献

巻 逐次巻号物に収録されている場合に、その文献が掲載されて
いる巻を入力する。

号 逐次巻号物に収録されている場合に、その文献が掲載されて
いる号を入力する。

頁番号 逐次巻号物に収録されている文献や、図書（部分）である際に、
開始頁番号と終了頁番号を入力する。

出版者 出版者を入力する。

識別子

文献が図書、図書（部分）である場合には、ISBNを入力する。イ
ンターネット上で公開されている論文、学位論文である場合に
は、DOI、ハンドルシステム識別子といった永続的識別子を入力
する。

リンク先
URL

図書、図書（部分）である場合には、その図書のCiNii Booksの
URLを入力する。CiNii Booksで見つからない場合には、国立国
会図書館サーチ、WorldCatにおけるその文献のURLを入力する。
インターネット上で公開されている論文や学位論文である場合
には、DOI等のURLを入力する。オンラインで公開されていない
場合には、その文献のCiNii ArticlesのURLを入力する。
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作成された引用データ
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オープン・サイテーションの定義
引用データの3つの原則（SSO原則）
• 構造的（Structured）：RDF等の機械可読なフォーマットで表現されて
いること

• 分離可能（Separable）：引用データが記載されている引用元文献に
アクセスしなくても、引用データを入手可能であること

• オープン（Open）：無償でアクセス可能であり、再利用に際して制限
がないこと

引用データの引用元・引用先となっている文献の2つの原則
• 識別可能（Iden/fiable）：DOI等の識別子によって識別可能であるこ
と

• 入手可能（Available）：識別子を利用することで文献の基本的なメタ
データを入手可能であること
さらに、このメタデータもSSO原則に沿っていること
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引用先文献が識別子によ
って識別可能でなければ
ならない



種別
教育学研究科紀要 人文學報

件数 識別子あり 件数 識別子あり

図書（部分） 305 305 (100.00) 229 101 (44.10)

図書 282 282 (100.00) 297 175 (58.92)

学術雑誌論文 218 218 (100.00) 200 90 (45.00)

紀要論文 52 52 (100.00) 26 7 (26.92)

インタラクティブリソース 26 26 (100.00) 0 0 (-)

逐次刊行物 12 12 (100.00) 0 0 (-)

その他 12 8 (66.67) 33 8 (24.24)

不明 0 0 (-) 81 1 (1.23)

記事 2 2 (100.00) 74 39 (52.70)

新聞 8 8 (100.00) 57 1 (1.75)

博士論文 4 4 (100.00) 13 2 (15.38)

報告書 2 2 (100.00) 10 0 (0.00)

引用先文献の種別
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不明のも
のも多い

両紀要で図書（部分）や図書
が大きな割合を占める

• 特に人文學報では引用先文献の
種別が多岐にわたる

• 識別子がない引用先文献が多い



引用データの組織化での課題

•引用先文献を記述する方法が特に指定されていない
• とある論文は参考文献の章でまとめて記述してあり、別の論文
は註に記述している

•引用先文献の種別が多岐にわたり、識別子が与えられて
いないものが多い
→あらゆる学術資源の識別方法の検討
•漢字・アルファベット以外の文字で記述された文献

→書誌情報を読み取ることが難しく、作業には専門知識
を要する
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KURENAIでの引用データの表示
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引用先文献のリンクのクリック

•各紀要論文のページに付与された引用先文献へのリンク
のクリック回数については、Googleアナリティクスの機能
により取得

• 2021年12月7日〜2022年1月27日
• 合計イベント数：469
• ユニークイベント数：390
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まとめ

京都大学図書館機構における紀要論文のオープン・サイテ
ーションの試行

•引用データの組織化
• 引用先文献の種別が多い
• 引用先文献は、識別子がないものが多い

•引用データの利活用
• 京都大学学術情報リポジトリ（KURENAI）で引用先文献のリンク
の表示により、研究の検証可能性の向上に貢献

• クリック数の観察→学術情報探索行動に与える影響の調査

•引用データの公開（予定）
• Wikidata、OpenCitationsの基盤での公開
• JaLC（JaLC REST APIにより引用データの取得が可能）
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